
日 建 連 活 動 報 告

中国地区 2025年9月17日
メルパルク広島
後援：国土交通省中国地方整備局、JAPIC、（一社）中国経済連合会

中国地方整備局　局長　
杉中　洋一 氏

◎講演Ⅰ『中国地方整備局における社会資本整備の取組』

日建連 常務理事　
岸　毅明

◎講演Ⅱ『建設業の長期ビジョンについて』

JAPIC　国土・未来プロジェクト研究会（鹿島建設 専務執行役員 技術研究所長）
利穂　吉彦 氏

◎講演Ⅲ『下関北九州道路の早期事業化を目指して』

山口大学　名誉教授
三浦　房紀 氏

◎講演Ⅳ『南海トラフ巨大地震に備える～レジリエントな緊急輸送路網の実現を～』　

2025年10月21日
朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター
後援：国土交通省北陸地方整備局、JAPIC、（公社）土木学会関東支部新潟会、（一社）北陸地域づくり協会、
　　 （一社）日本道路建設業協会北陸支部、（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部、
　　 （一社）日本建設機械施工協会北陸支部、（一社）新潟県建設業協会

北陸地方整備局　局長
髙松　諭 氏

◎講演Ⅰ『北陸地方整備局における社会資本整備と能登半島復旧・復興への取組』

日建連 常務執行役　
中井　博喜

◎講演Ⅱ『建設業の長期ビジョンについて』

新潟大学  災害・復興科学研究所　教授　　　　　　
卜部　厚志 氏

◎講演Ⅲ『能登半島地震による新潟市の液状化被害について』

JAPIC　国土・未来プロジェクト研究会（河川財団 研究参与兼水管理研究所所長）
関　克己 氏

◎講演Ⅳ『気候変動に備える新たなダム時代 ～治水強化・水力発電増強へのパラダイムシフト～』

北陸地区

北海道地区
2025年10月27日
札幌市民交流プラザ クリエイティブスタジオ　
後援：国土交通省北海道開発局、JAPIC、北海道経済連合会、（公社）土木学会北海道支部、
　　 （一社）日本道路建設業協会北海道支部、（一社）建設コンサルタンツ協会北海道支部、
　　 （一社）北海道建設業協会

北海道開発局　事業振興部長
岡下　淳 氏

◎講演Ⅰ『北海道総合開発計画と社会資本整備』

日建連 常務執行役　
若鶴　純

◎講演Ⅱ『建設業の長期ビジョンについて』

北海道大学　大学院理学研究院附属地震火山研究 観測センター長　教授　                 
高橋　浩晃 氏

◎講演Ⅲ『日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策で期待される社会資本整備』

JAPIC　国土・未来プロジェクト研究会（北海道大学 公共政策大学院　客員教授）
石井　吉春 氏

◎講演Ⅳ『北海道の今後の発展方向とけん引するプロジェクト構想 ～JAPICの地方開発プロジェクト計画をもとに～』
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催
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影
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を
守
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災
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な
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。
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・
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図
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。

　
今
年
度
は
、「
中
国
地
区
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北
陸
地

区
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北
海
道
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い
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催
し
、

昨
年
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引
き
続
き
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あ
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ク
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Ｃ
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潟
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度
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．

０
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連
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て
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て
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た
。

　
な
お
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の
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演
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な
ど
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が
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。

※講演資料等は日建連ホームページ（二次元コード参照）からご覧いただけます。 ※開催日時点の役職を記載しています。
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